
家畜衛生便り

青森県のあひる農場及び新潟県の採卵
鶏農場において高病原性鳥インフルエ
ンザ疑似患畜の確認！

２０１６年１１月２８日，青森県青森市のアヒル農場及び
新潟県の採卵鶏農場において，死亡鶏が増加したため，簡易
検査を実施したところ，陽性を確認。その後，実施された遺
伝子検査の結果，高病原性鶏インフルエンザウイルス（Ｈ５
亜型）が分離され，疑似患畜であることが確認されました。

１ 発生農場の概要
① 青森県青森市のあひる (フランス鴨 )飼養農場

飼養状況：飼養羽数 約16,500羽
② 新潟県関川村 (せきかわむら )の採卵鶏農場

飼養状況：飼養羽数 約31万羽

２ 経緯
( 1)11月 28日，青森県及び新潟県は，死亡あひる及び死亡
採卵鶏が増加した旨の通報を受け，当該農場に対し移動

自粛を要請するとともに，農場に立入検査を実施。
(2)当該あひる及び採卵鶏についてインフルエンザ簡易検査
を実施し，陽性を確認。

(3)遺伝子検査の結果，高病原性鳥インフルエンザ（H5亜型）
の疑似患畜と判明したため，飼養家きんの殺処分，消毒，
周辺農場における法的な移動制限等，防疫措置を開始。
青森県：11月28日午後9時45分 H5亜型と判定

新潟県：11月29日午前3時35分 H5亜型と判定
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徳島県家畜防疫衛生センター
西部家畜保健衛生所 吉野川庁舎
徳島県吉野川市鴨島町麻植塚

TEL．0883-24-2029 FAX．0883-24-1397

西部家畜保健衛生所 東みよし庁舎
三好郡東みよし町中庄

ＴＥＬ．0883-82-2397 FAX．0883-82-4843

本病の発生防止に万全を期すため，以下の事項の確実な
実施について，ご協力をよろしくお願いします。

１．野鳥や小動物の鶏舎等への侵入防止をお願いします。

２．農場出入り口・周辺での消毒（消石灰等）を徹底してくだ
さい。

３．異常家きんの早期発見，早期通報にご留意ください。
鶏の日常の健康観察を徹底し，死亡率の急増等，鳥インフル

エンザを疑う状況があれば，直ちに通報してください。

＜連絡先＞

西部家畜保健衛生所吉野川庁舎 ０８８３－２４－２０２９

東みよし庁舎 ０８８３－８２－２３９７
家畜保健衛生所は，休日・夜間も２４時間対応しております。

４．農場に出入りする人・車両の記録をお願いします。

５．当所からの広報など鳥インフルエンザ関係情報の収集に
努めてください。

６．韓国，中国など発生国への不要不急の旅行は自粛をお願い
します。

関係者全員が一致協力し，高病原性鳥インフ
ルエンザの発生防止に努めましょう！



※ 高病原性鳥インフルエンザに係るリスク種の県内渡来状況

現在，我が国は北方からの渡り鳥の飛来シーズンにあり，今後も

多くの鳥種が飛来し，「渡り鳥」とスズメ等の「留鳥」が接する機

会が増加することが予想されます。「野鳥侵入対策」の再徹底をお

願いします。

また，環境省が常時実施している死亡野鳥サーベイランスの対

応レベルは ,警戒時「対応レベル3」に引き上げられてます。これに

伴い，次の表に示す野鳥については，全て1羽の死亡事例でもイン

フルエンザの検査対象となります。

表．高病原性鳥インフルエンザに係るリスクス種の県内渡来状況（平成28年10月）
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シジュウカラガン 冬
マガン 冬
ヒシクイ 冬
コブハクチョウ ？
オオハクチョウ 冬
コハクチョウ 冬
オシドリ 冬 ○
キンクロハジロ 冬 ○
オジロワシ 冬
オオワシ 冬
オオタカ 冬 ○
ハイタカ 冬
ノスリ 冬 ○
サシバ 夏
クマタカ 留
チュウヒ 冬
ハヤブサ 留
チョウゲンボウ 冬 ○ ○
カイツブリ 留 ○ ○
ハジロカイツブリ 冬
カンムリカイツブリ 冬
マガモ 冬 ○ ○ ○ ○
オナガガモ 冬 ○
ホシハジロ 冬 ○
スズガモ 冬 ○
タンチョウ 冬
ナベヅル 冬
マナヅル 冬
バン 留 ○
オオバン 冬 ○ ○

カモメ科 ユリカモメ 冬
ワシミミズク 冬
コノハズク 夏
フクロウ 留
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平成２８年１０月

リスク種１

カモ科

タカ科

ハヤブサ科

科名 種名

リスク種２

カイツブリ科

カモ科

ツル科

クイナ科

フクロウ科


